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モンタ博士「みなさん。こんにちは。いよいよ新学期
しんがっき

。春
はる

のスタートだね。」 

オー君  「ぼくたち、進級
しんきゅう

しました。」 

モンタ博士「おめでとうおめでとう。それはそれはよかったね。」 

花ちゃん 「わたしたち、１つお兄
にい

さん・お姉
ねえ

さんになったんですね。うれしいわ。」 

オー君  「クラスがえした学年
がくねん

もあったし、またたくさんのお友達
ともだち

ができるね。」 

花ちゃん 「そうね。１つ学年
がくねん

が上
あ

がったから、またいろいろチャレンジしましょう。」 

花ちゃん 「入学式
にゅうがくしき

では、ピッカピカの１年生
ねんせい

がとってもかわいかったですね。」 

モンタ博士「１年生
ねんせい

のみなさん、保護者
ほ ご し ゃ

の皆様
みなさま

、ご入学
にゅうがく

おめでとうございます。」 

オー君  「今日
き ょ う

から国立
くにたち

第七
だいなな

小学校
しょうがっこう

の仲間
な か ま

だ。いっしょにいっぱい遊
あそ

んであげるんだ。」 

花ちゃん 「国立
くにたち

第七
だいなな

小学校
しょうがっこう

のことをいっぱい教
おし

えてあげましょう。」 

オー君  「国立
くにたち

第七
だいなな

小学校
しょうがっこう

は、みんながとても『仲良
な か よ

しの学校
がっこう

』、だって、森田
も り た

校長
こうちょう

先生
せんせい

もおっしゃっていました。」 

モンタ博士 

花ちゃん 

オー君 



モンタ博士「そのとおりだね。今年
こ と し

はみんなで３５９名
めい

のスタートだ。みんなで学校
がっこう

生活
せいかつ

を

楽
たの

しいものにしていこう。森田
も り た

校長
こうちょう

先生
せんせい

も先生方
せんせいがた

や職員
しょくいん

の人
ひと

たちみんなで、

『明日
あ し た

が楽
たの

しみな学校
がっこう

』をつくるんだと言
い

っていたよ。」 

オー君  「『明日
あ し た

が楽
たの

しみな学校
がっこう

』･･･なるほどいい言葉
こ と ば

ですね。国立七
くにたちなな

小
しょう

にぴったりだ。」 

モンタ博士「そのとおりだね。それから、モンタ博士
は か せ

も谷
や

保
ほ

・富士見
ふ じ み

台
だい

の豊
ゆた

かな自然
し ぜ ん

の中
なか

で、

心
こころ

も体
からだ

ももっともっと大
おお

きく成長
せいちょう

してほしいと、願
ねが

っているよ。」 

花ちゃん 「今年
こ と し

もみんなでわくわくドキドキしながら、あちこちてくてくしていきまし

ょう。あれ？オー君
くん

がいないわ。どこに行
い

っちゃったのかしら。」 

オー君  「モンタ博士
は か せ

！花
はな

ちゃん！こっちにおいでよ。校庭
こうてい

のサクラが花吹雪
はなふぶき

でとても

きれいだけど、菜
な

の花
はな

も黄色
き い ろ

の花
はな

がとってもステキだよ。」 

花ちゃん 「そうね。とても素晴
す ば

らしいですね。『生
い

き物
もの

がいっぱいの学校
がっこう

』にするんだと、

ということで、去年
きょねん

からみんなでいろいろ花壇
か だ ん

を作
つく

ったりしたね。」 

モンタ博士「森田
も り た

校長
こうちょう

先生
せんせい

は、また今年
こ と し

も校庭
こうてい

のあちこちに、子供
こ ど も

達
たち

と楽
たの

しいものを作
つく

る

って言
い

ったいたよ。みんなもたくさんお手伝
て つ だ

いしていこうね。」 

花ちゃん 「はーい！わかりました。あれあれ？オー君
くん

何
なに

をしているの？」 

オー君  「ねえねえ、花
はな

ちゃん。菜
な

の花
はな

って、よーく見
み

ると花
はな

びらが４枚
まい

なんだね。」 

モンタ博士「ほほー。オー君
くん

さっそく観察
かんさつ

だね。きれいな菜
な

の花
はな

だなあと思
おも

うことはもち

ろんすてきだけど、それで終
お

わりにするのは、ちょいともったいないね。」 

オー君  「どうしてかな？なぜかな？と不思議
ふ し ぎ

に思うことが、とっても大切
たいせつ

なんですね。」 

花ちゃん 「わからないことや自分
じ ぶ ん

で見
み

たいろいろなものををあれこれと考
かんが

えたり、疑問
ぎ も ん

に思
おも

ったりすることはとっても素晴
す ば

らしいことなんですね。」 
今年もよろしく！ 
私は、子供と一緒に「おや何だろう？」「どうしてなのかな？」とわくわくドキドキしながら、いろ

いろな植物や昆虫、さらに星や鳥などを調べたり考えたりすることがとても好きです。子供が様々なこ
とを発見しながら驚き・感心する姿を見るのも大好きです。そんな楽しい様子を分かりやすく子供はも
ちろん、保護者や地域の人々に少しでも情報発信していけたらいいなと思い、この「国立てくてく」を
発行しています。「国立てくてく」は、自然に直接触れることの楽しさや大切さを記すと共に、五感を
通しての直接体験の行為が豊かな感性を育てることに通じることをお伝えしたいと考えています。また、
子ども達が、風の様子や空気のにおい、土や草の香り、さらに周りの景色や様子など、自然環境を五体
に刻みながら自然の神秘さや奥深さなどをより深く実感し、学んでもらえたら嬉しい限りです。 
 今後も、花ちゃん、オー君、モンタ博士の３人のキャラクターが登場させ会話形式で書き、創意工夫 
を重ねていきます。今年から谷保や富士見台、国立市の歴史にも少しずつチャレンジしていきたいと思 
います。３年目に入りますが、昨年度までのものは、学校 HPにありますのでぜひそちらもご覧下さい。 
この「国立てくてく」通信を書く事は、私自身にとって最高の研鑽の機会を与えて頂いたものと心よ 

り深く感謝しております。本当にありがとうございます。楽しく頑張って書き綴っていきます。（森田弘文）  


